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コ
ー
ス
は
、
東
薫
酒
造
見
学
｜

小
江
戸
・
佐
原
散
策
｜
犬
吠
埼
観

光
ホ
テ
ル
（
昼
食
）
｜
か
ね
ま
た

会
員
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、

9
月
7
日
㈰
、
総
勢
１
２
５
名
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

水
産
（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
）
｜
フ
ル

ー
ツ
（
巨
峰
）
狩
り
。

今
回
は
、
言
わ
ば
グ
ル
メ
ツ
ァ

ー
の
内
容
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
佐

原
で
は
思
い
が
け
な
く
、
伊
能
忠

敬
の
旧
宅
の
見
学
も
あ
り
、
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
た
。

会
員
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

初
秋
の
佐
原
・
犬
吠
埼
に
て

第
22
回
社
会
貢
献
活
動
「
ま
ち

を
き
れ
い
に
」
が
、
10
月
4
日
㈯
、

亀
戸
地
区
で
行
わ
れ
た
。

午
前
9
時
30
分
に
集
合
。
法
人

会
・
江
東
東
税
務
署
・
江
東
区
役

所
・
Ｊ
Ｒ
亀
戸
駅
・
城
東
警
察
署

の
関
係
の
方
々
総
勢
１
０
０
名
が

参
加
し
、
佐
野
法
人
会
長
の
挨
拶

等
の
後
、
早
速
、
清
掃
活
動
に
入

っ
た
。 汗

を
掻
い
て
の

社
会
貢
献

第
22
回
「
ま
ち
を
き
れ
い
に
」

蔵
前
通
り
・
十
三
間
通
り
・
亀

戸
駅
周
辺
・
京
葉
道
路
・
五
の
橋

通
り
と
広
範
囲
で
あ
っ
た
が
約
2

時
間
、
参
加
者
は
分
別
収
集
を
徹

底
し
な
が
ら
45
リ
ッ
ト
ル
の
ゴ
ミ

袋
で
30
袋
分
の
ゴ
ミ
を
収
集
し
た
。

い
つ
も
な
が
ら
、
清
掃
後
の
ゴ

ミ
の
な
い
街
並
み
は
清
々
し
い
。

そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
が
、
素
敵

に
見
え
る
。
そ
し
て
参
加
す
る
と
、

佐原の街並をバックに 東薫酒造で利き酒

犬吠埼ホテルのテラスにて 豪華な昼食に舌鼓み

巨峰の試食 お味の方は？ 豪快なマグロの解体ショー

五の橋通りにて清掃

京葉道路に沿って清掃

当
然
の
事
な
が
ら
、
ゴ
ミ
を
や
た

ら
に
捨
て
な
い
よ
う
に
な
る
。

終
了
後
に
、
こ
れ
も
エ
コ
活
動

の
一
環
に
な
る
が
、「
も
っ
た
い
な

い
袋
（
レ
ジ
袋
を
減
ら
す
為
、
買

い
物
を
す
る
際
に
持
参
す
る
）」を

今
回
の
記
念
品
と
し
て
参
加
者
全

員
に
お
配
り
し
た
。
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めざします。企業の繁栄と社会への貢献

年末調整等説明会日程表

開催月日 開始時間(開場時間) 地域別等 説 明 会 場

午前10時
(開場午前９時30分)

亀戸・東砂

11月12日㈬

江東区カメリアプラザ
３階カメリアホール

※駐車スペースがありませ
んので、お車での来場は
ご遠慮ください。

午後１時45分
(開場午後１時)

大島・北砂
南砂・新砂

▼
本
年
の
年
末
調
整
等
説
明
会
は
、

下
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

▼
説
明
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１

平
成
二
十
年
分
年
末
調
整

の
し
か
た

２

法
定
調
書
記
載
の
し
か
た

３

給
与
支
払
報
告
書
の
記
載

の
し
か
た

４

質
疑
応
答

▼
年
末
調
整
等
説
明
会
開
催
の
案

内
書
類
の
中
に
は
、
源
泉
所
得

税
の
納
付
書
（
整
理
番
号
及
び

法
人
名
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま

す
）
が
一
年
分
同
封
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
確
認
の
う
え
、
ご

使
用
く
だ
さ
い
。

▼
年
末
調
整
関
係
の
諸
用
紙
は
、

同
封
の
請
求
書
に
記
入
の
う
え
、

受
付
に
提
出
し
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

年
末
調
整
等
説
明
会

今
年
も
年
末
調
整
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

説
明
会
に
出
席
し
て
誤
り
の
な
い
事
務
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

9
月
19
日
㈮
に
ア
ン
フ
ェ
リ
シ

オ
ン
で
本
部
役
員
、
支
部
長
及
び

支
部
幹
部
、
各
部
会
幹
部
な
ど
１

０
０
名
が
参
加
し
て
支
部
長
会

（
会
員
増
強
決
起
大
会
）を
開
催
し

た
。冒

頭
、
佐
野
会
長
が
「
増
強
目

長
の
挨
拶
の
後
、
来
賓
と
し
て
出

席
さ
れ
た
山
田
江
東
東
税
務
署
長
、

矢
部
東
京
税
理
士
会
江
東
東
支
部

支
部
長
の
両
氏
か
ら
当
会
の
会
員

増
強
活
動
に
対
す
る
激
励
の
挨
拶

を
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
細
谷
組
織
委
員
長
か
ら
、

会
員
増
強
月
間
は
9
月
〜
12
月
ま

で
と
し
、
増
強
目
標
数
は
１
５
０

社
と
す
る
事
や
具
体
的
施
策
の
説

明
が
あ
っ
た
。

引
き
続
き
、
昨
年
度
の
会
員
増

強
活
動
の
実
践
報
告
に
つ
い
て
二

つ
の
支
部
の
支
部
長
か
ら
報
告
さ

れ
、
ま
ず
中
村
亀
戸
第
1
支
部
長

が
「
佐
野
会
長
、
鯨
岡
組
織
担
当

副
会
長
の
輩
出
支
部
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
に
相
応
し
い
成
果
を

出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
で
、
役
員
一

丸
と
な
っ
て
活
動
し
た
の
が
好
結

果
に
つ
な
が
っ
た
」
と
話
さ
れ
た
。

続
い
て
、
伊
東
北
砂
第
2
支
部

長
が
「
日
頃
か
ら
役
員
会
で
会
員

増
強
の
意
義
や
重
要
性
に
つ
い
て

説
明
し
て
、
理
解
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
昨
年
度
は
同
業
者
や
飲

食
店
を
重
点
的
に
役
員
が
勧
奨
を

行
い
、
良
い
結
果
が
出
せ
た
」
と

報
告
さ
れ
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
懇
談
会
で

は
、
出
店
副
会
長
の
開
会
の
挨
拶

の
後
、
本
年
度
の
会
員
増
強
目
標

数
の
達
成
を
祈
念
し
て
、
松
本
副

会
長
の
発
声
に
よ
り
威
勢
良
く
シ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
、
積
田

副
会
長
の
中
締
め
で
支
部
長
会
及

び
懇
談
会
が
終
了
し
た
。

鯨岡

組織担当副会長

標
数
達
成
の
た
め
に
、
従
来
に
も

ま
し
て
本
部
、
支
部
が
連
携
を
密

に
し
て
組
織
を
あ
げ
て
会
員
増
強

活
動
に
臨
む
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

続
い
て
、
鯨
岡
組
織
担
当
副
会

組
織
を
あ
げ
て

目
標
数
達
成
を

会
員
増
強
決
起
大
会

具体的な説明をする細谷委員長

目標数達成に向けてガンバロー!
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平
成
21
年
度
税
制
改
正
要
望
大

会
が
10
月
2
日
㈭
に
山
口
市
の
山

口
き
ら
ら
博
記
念
公
園
に
お
い
て
、

法
人
会
全
国
大
会
の
式
典
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
一
部
に
組
み
込
ま
れ
る

形
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
2
千

2
百
人
の
会
員
が
参
加
し
て
行
わ

れ
た
。

当
日
は
ま
ず
、
記
念
講
演
と
し

て
千
葉
商
科
大
学
大
学
院
教
授
の

斎
藤
精
一
郎
氏
が
「
ど
う
な
る
か

今
後
の
日
本
経
済
」
と
題
し
講
演

さ
れ
、
斎
藤
氏
は
来
年
度
の
日
本

経
済
は
外
需
の
落
ち
込
み
で
マ
イ

ナ
ス
成
長
の
見
方
を
示
し
、
た
だ
、

各
国
の
金
融
政
策
の
協
調
や
失
業

率
の
水
準
か
ら
世
界
恐
慌
の
再
来

は
な
い
と
強
調
さ
れ
た
。

続
い
て
の
法
人
会
全
国
大
会
の

式
典
で
は
、
大
橋
全
法
連
会
長
の

主
催
者
挨
拶
、
荒
井
国
税
庁
課
税

部
長
ら
の
来
賓
祝
辞
に
続
き
、
税

制
改
正
要
望
大
会
が
開
か
れ
、
金

田
全
法
連
税
制
委
員
長
（
東
法
連

副
会
長
）
が
平
成
21
年
度
税
制
改

正
に
関
す
る
提
言
に
関
す
る
趣
旨

説
明
が
行
わ
れ
た
。

同
委
員
長
は
、「
①
法
人
税
基
本

税
率
の
引
き
下
げ＝

国
際
競
争
力

強
化
や
国
内
産
業
の
空
洞
化
防
止
、

さ
ら
に
は
外
国
資
本
の
国
内
へ
の

投
資
促
進
の
観
点
か
ら
、
地
方
税

を
含
め
て
、
欧
州
・
ア
ジ
ア
主
要

国
並
み
の
実
効
税
率
と
す
る
よ
う

求
め
る
②
中
小
企
業
軽
減
税
率
の

引
き
下
げ＝

軽
減
税
率
を
22
％
か

ら
20
％
程
度
へ
引
き
下
げ
、
適
用

課
税
所
得
金
額
を
1
千
5
百
万
円

程
度
へ
引
き
上
げ
る
③
特
殊
支
配

同
族
会
社
に
対
す
る
役
員
給
与
の

損
金
算
入
制
限＝

不
公
平
で
合
理

性
に
欠
け
る
の
で
廃
止
を
求
め
る

④
事
業
承
継
税
制＝

「

取
引
相
場

の
な
い
株
式
等
に
係
る
相
続
税
の

猶
予
制
度

が
創
設
さ
れ
る
が
、

厳
し
い
適
用
条
件
が
課
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
事
業
承
継
の
対
象
が
限

定
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
た
め
、

要
件
の
緩
和
や
是
正
が
必
要
で
あ

る
。」を
平
成
21
年
度
の
法
人
会
の

税
制
改
正
要
望
事
項
の
最
重
点
事

項
と
説
明
し
た
。

同
大
会
に
は
、
当
会
か
ら
も
、

佐
野
会
長
、
渡
辺
顧
問
は
じ
め
、

8
名
が
出
席
し
た
。

な
お
、
こ
の
大
会
で
採
択
さ
れ

た
税
制
改
正
要
望
事
項
は
今
後
、

全
法
連
、
県
連
、
単
位
会
そ
れ
ぞ

れ
に
地
元
選
出
の
国
会
議
員
や
関

係
機
関
に
対
し
て
、
要
望
の
実
現

に
向
け
て
陳
情
活
動
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。

2,200人の参加で会場がギッシリ

21年度

税制改正

要望大会

国際競争力強化や国内産業の空洞化防止のためにも

法人税基本率の引下げを!

◎

待
っ
た
な
し
。
国
・
地
方
と
も

聖
域
な
き
行
財
政
改
革
の
断
行
を

◎

税
制
の
抜
本
改
革
に
よ
り
、

経
済
社
会
に
活
力
を

◎

企
業
の
活
力
発
揮
、
競
争
力
強
化
の
た
め
、

法
人
税
率
の
引
き
下
げ
を

◎

所
得
税
・
住
民
税
を
抜
本
的
に
見
直
し
、

簡
素
で
公
平
な
税
制
の
実
現
を

◎

中
小
企
業
の
重
要
性
を
認
識
し
、

欧
米
並
み
の
事
業
承
継
税
制
の
確
立
を

◎

消
費
税
率
を
引
き
上
げ
る
前
に
、

行
財
政
改
革
の
徹
底
と
歳
出
の
見
直
し
を

◎

固
定
資
産
税
の
課
税
方
式
を
抜
本
的
に
見
直
し
、

税
負
担
の
適
正
化
を

◎

少
子
化
対
策
は
重
要
な
課
題
、

税
制
を
含
め
た
総
合
的
な
施
策
を

大 会 ス ロ ー ガ ン

当会から８名の参加者
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恒
例
の
税
務
研
究
部
会
の
一
泊

研
修
会
が
9
月
4
日
㈭
に
箱
根
湯

本
の
吉
池
旅
館
で
部
会
員
23
名
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
、
医
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
松
井
宏
夫
氏
を
講
師
に
迎
え

「
最
新
医
療
の
現
状
」と
題
し
て
講

演
し
て
い
た
だ

い
た
。

講
演
で
松
井

氏
は
、
最
近
、

特
に
ガ
ン
治
療

に
は
開
腹
手
術

の
他
に
、
内
視

鏡
、
腹
腔
鏡
、

放
射
線
な
ど
の

治
療
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
治
療

が
目
覚
ま
し
い

進
歩
を
た
ど
っ
て
い
る
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
治
療
法
で
、
前
立
腺

ガ
ン
の
治
療
に
つ
い
て
は
、
今
は

「
小
線
源
療
法
」が
あ
り
、
前
立
腺

に
小
さ
な
カ
プ
セ
ル
を
60
個
か
ら

１
０
０
個
程
度
埋
め
込
ん
で
、
1

年
間
こ
の
カ
プ
セ
ル
か
ら
発
す
る

放
射
線
で
組
織
内
照
射
し
続
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
ガ
ン
が
消
え
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

乳
ガ
ン
に
つ
い
て
は
、
現
在
は

宮
崎
県
の
病
院
で
、試
験
的
に「
Ｍ

Ｒ
ガ
イ
ド
下
集
束
超
音
波
治
療
」

が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
療
法
は
、

Ｃ
Ｔ
の
ド
ー
ム

の
中
で
、
患
部

を
下
の
硝
子
に

つ
け
て
超
音
波

を
下
か
ら
集
中

的
に
あ
て
て
、

焼
き
切
る
と
い

う
も
の
で
、
第

1
次
試
験
で
は
、

乳
ガ
ン
が
直
径

3
㌢
ま
で
の
患

最
新
医
療
の
現
状
」
を
研
修

税
務
研
究
部
会
一
泊
研
修
会
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私
が
生
ま
れ
育
っ
た
場
所
は
、

千
葉
県
香
取
郡
干
潟
町
（
現
在
の

旭
市
）
で
す
。
地
図
上
で
は
江
戸

時
代
後
期
に
生
じ
た
天
保
水
滸
伝

で
知
ら
れ
る
笹
川
と
飯
岡
の
ほ
ぼ

中
間
に
あ
り
ま
す
。

町
村
合
併
に
よ
り
数
年
前
に
干

潟
町
と
い
う
町
は
消
え
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
気
候
は
温
暖
で
大
利

根
用
水
を
利
用
し
た
米
作
中
心
の

純
農
業
地
帯
で
、
今
で
も
干
潟
八

万
石
と
呼
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

北
は
利
根
川
、
西
は
江
戸
川
と

東
京
湾
、
南
と
東
は
太
平
洋
と
い

う
よ
う
に
、
四
方
を
水
に
囲
ま
れ

た
千
葉
県
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と

が
原
因
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
現
在
、
専
ら
釣
り
を
趣
味
と

し
て
お
り
ま
す
。
特
に
遊
漁
船
を

利
用
す
る
船
釣
り
が
中
心
で
す
が
、

水
深
五
ｍ
か
ら
五
百
ｍ
位
ま
で
、

釣
り
物
に
は
特
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
、

楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

釣
り
場
は
、
も
ち
ろ
ん
房
総
半

島
沿
岸
で
す
。
釣
り
仲
間
か
ら
声

が
か
か
れ
ば
、
夜
を
徹
し
て
車
を

走
ら
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

好
き
な
こ
と
な
の
で
、
毎
週
船

に
乗
り
た
い
と
思
う
の
で
す
が
、

時し
化け
や
他
の
用
事
が
重
な
り
、
平

均
し
て
月
二
回
程
度
の
釣
行
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン
代
や
高

速
道
路
の
料
金
に
船
宿
へ
の
支
払

い
な
ど
、
一
回
当
た
り
一
万
五
千

円
程
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、

最
近
は
、
早
朝
船
が
出
港
す
る
と
、

そ
れ
で
満
足
し
て
し
ま
っ
て
、
釣

果
に
つ
い
て
気
に
な
ら
な
い
こ
と

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ク
ー
ラ

ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
身
が
ア
ジ
一
匹

だ
っ
た
り
、
氷
だ
け
だ
っ
た
り
。

そ
ん
な
日
の
妻
の
言
葉
、「
今
日

は
釣
れ
た
？
」「
大
金
使
っ
て
何
や

っ
て
る
の
」「
一
万
円
で
ア
ジ
何
匹

買
え
る
と
思
っ
て
い
る
の
？
」

等
々
。
そ
の
と
き
の
私
の
言
葉
、

「
釣
り
は
、釣
れ
た
か
釣
れ
な
か
っ

た
か
が
問
題
で
は
な
い
。
お
前
は

な
ぜ
、
今
日
は
楽
し
か
っ
た
か
と
、

聞
い
て
く
れ
な
い
ん
だ
？
」

テレビでおなじみの松井講師

者
30
名
に
こ
の
療
法
を
用
い
た
と

こ
ろ
、
全
て
が
成
功
し
た
と
い
う
。

松
井
氏
は
最
後
に
「
こ
れ
ま
で

治
り
難
か
っ
た
ガ
ン
も
あ
と
10
年

も
す
れ
ば
、
治
る
時
代
が
来
る
可

能
性
が
高
い
」
と
講
演
を
結
ん
だ
。

中
）

▼
日
本
に
は
昔

か
ら
相
手
を
思

い
や
る
文
化
と

し
て

の

間
」

が
あ
り
、
伝
統

芸
能
や
武
道
に
限
ら
ず
人
間
関
係

を
円
滑
に
運
ぶ
上
で
も
間
は
大
切

な
要
素
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
間

の
取
れ
る
人
を
人
間
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
。

▼
然
る
に
、
昨
今
は
老
若
男
女
皆

メ
ー
ル
の
時
代
で
あ
る
。
い
つ
で

も
送
る
こ
と
が
で
き
、
好
き
な
時

に
読
む
こ
と
が
で
き
る
便
利
な
も

の
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
、
す
ぐ
に

返
信
が
来
な
い
と
イ
ラ
イ
ラ
す
る

輩
が
増
え
て
い
る
ら
し
い
。
ま
た

ビ
ジ
ネ
ス
で
も
メ
ー
ル
の
頻
度
が

増
え
て
き
て
お
り
、
中
に
は
急
ぎ

の
用
事
以
外
は
お
互
い
に
メ
ー
ル

で
連
絡
す
る
よ
う
に
と
指
示
が
き

た
会
社
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
で

間
」と
い
う
概
念
が
今
後

も
存
続
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
と

大
変
危
惧
し
て
い
る
。

▼
○
○
駅
を
通
過
し
た
と
メ
ー
ル

を
打
ち
終
え
た
ら
目
的
駅
に
着
い

て
い
た
と
い
う
、
間
が
抜
け
た
お

じ
さ
ん
の
杞
憂
で
あ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。

和
）

江
東
東
税
務
署

法
人
課
税
第
1
部
門
統
括
官

松
ヶ
谷

隆

ま
い
ぷ
ろ
ふ
ぃ
ー
る
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9
月
研
修
会
は
12
日
㈮
、
講
師

に
矢
部
輝
氏
（
東
京
税
理
士
会
・

江
東
東
支
部
長
）
を
迎
え
、
群
馬

県
の
水
上
館
で
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
研
修
テ
ー
マ
は
「
源
泉

徴
収
を
忘
れ
や
す
い
ケ
ー
ス
」
で
、

主
な
内
容
は
以
下
の
通
り
。

⑴
退
職
所
得

の
受
給
に
関
す

る
申
告
書
を
会

社
に
提
出
し
て

な
い
と
、
20
％

課
税
、
⑵
非
居

住
者
（
日
本
に

住
ん
で
い
な
い

者
）
に
対
す
る

支
払
い
①
原
則

は
20
％
課
税
。

例
え
ば
、
海
外

赴
任
す
る
事
に
伴
い
、
日
本
で
の

マ
ン
シ
ョ
ン
を
会
社
が
借
り
入
れ

て
社
宅
に
し
た
場
合
の
家
賃
収
入
。

②
租
税
条
約
が
あ
る
と
、
源
泉
徴

収
は
不
要
。
但
し
、「
租
税
条
約
に

関
す
る
届
出
」
を
税
務
署
へ
提
出

す
る
事
が
要
件
。
⑵
褒
賞
金
も
、

給
料
に
加
算
し
て
源
泉
徴
収
す
る
。

⑶
海
外
に
社
員
旅
行
を
し
た
場
合

で
「
社
員
の
給
料
と
し
て
は
課
税

し
な
い
」
為
に
は
、
条
件
（
妥
当

な
旅
費
等
）
が
あ
る
。
⑷
「
特
殊

支
配
同
族
会
社
の
業
務
主
宰
役
員

給
与
の
損
金
不
算
入
（
業
務
主
宰

役
員
の
給
料
を

支
払
わ
な
か
っ

た
と
し
て
計
算

し
た
所
得
が
、

過
去
3
年
平
均

で
１
６
０
０
万

円
超
な
ら
、
そ

の
給
料
所
得
控

除
額
が
損
金
不

算
入
と
な
る
場

合
が
あ
る
）」に

も
注
意
。

源
泉
徴
収
を
忘
れ
や
す
い
ケ
ー
ス

源
泉
部
会
一
泊
研
修
会

事例を交えての判りやすい研修

ま
た
、
税
務
調
査
の
円
滑
化
と

簡
素
化
を
図
る
書
面
添
付
制
度

（
会
社
が
税
務
申
告
書
を
税
務
署

へ
提
出
す
る
際
に
、
そ
の
内
容
が

正
し
い
こ
と
を
税
理
士
が
確
認
す

る
書
類
を
添
付
す
る
制
度
）
も
紹

介
さ
れ
た
。

税
の
よ
も
や
ま
話
」

女
性
部
会
９
月
研
修
会

9
月
18
日
㈭
に
女
性
部
会
が
江

東
東
法
人
会
館
に
て
、
総
勢
25
名

が
参
加
し
、
9
月
研
修
会
が
開
催

さ
れ
た
。

講
師
に
松
ヶ
谷
江
東
東
税
務
署

法
人
課
税
第
一
統
括
官
を
招
き

「
税
の
よ
も
や
ま
話
」と
題
し
て
講

演
を
い
た
だ
い
た
。

講 師

松ヶ谷第１統括官

冒
頭
、「
ご
主
人
が
経
営
さ
れ
て

い
る
場
合
、
ご
主
人
に
そ
こ
そ
こ

お
小
遣
い
を
渡
し
と
い
て
下
さ

い
」
と
お
願
い
。
自
身
現
場
が
長

く
と
て
も
良
い
社
長
な
の
に
、
奥

さ
ん
に
内
緒
で
売
上
を
ご
ま
か
し

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
仕
事

の
節
目
に
従
業
員
を
連
れ
て
一
杯

や
っ
て
あ
げ
た
い
の
も
社
長
の
人

情
。
従
業
員
の
立
場
か
ら
だ
と
、

領
収
証
で
は
会
社
の
経
費
で
社
長

に
ご
馳
走
に
な
る
事
に
な
り
、
有

難
み
が
半
減
。
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー

で
あ
れ
ば
、
社
長
の
為
に
頑
張
ろ

う
と
い
う
心
情
に
な
る
。
よ
っ
て

少
し
余
裕
の
お
小
遣
い
を
と
説
か

れ
た
。
但
し
税
務
は
厳
し
い
の
で

「
会
社
の
経
費
に
つ
い
て
は
、領
収

証
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
お

願
い
を
さ
れ
た
。

続
い
て
自
己

紹
介
か
ら
郷
土

の
話
へ
。
あ
の

天
保
水
滸
伝

（
下
総
の
利
根

川
周
辺
の
侠
客

の
争
い
）
飯
岡

助
五
郎
と
笹
川

繁
蔵
の
縄
張
り

の
間
で
生
ま
れ

た
。
利
根
川
と

江
戸
川
、
関
東
平
野
の
三
角
洲
に

位
置
し
、
土
地
が
肥
沃
で
気
候
温

暖
。「
千
葉
の
女
が
乳
搾
り
」と
い

う
言
葉
は
、
男
が
汗
水
た
ら
し
て

働
か
な
く
て
も
物
が
育
っ
て
し
ま

う
為
、
女
手
で
も
生
活
が
出
来
る
。

楽
し
く
食
っ
て
い
こ
う
と
す
る
輩

が
育
ち
や
す
い
。
土
壌
・
土
地
柄

か
ら
、
男
が
働
か
な
い
の
で
女
が

働
き
者
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

18
歳
で
研
修
所
の
寮
生
活
の
為
、

家
を
出
た
。
郷
土
の
偉
人
で
同
じ

く
18
歳
で
家
を
出
て
農
村
改
革
や

耕
地
へ
の
分
散

移
転
を
し
た
、

世
界
最
古
の
協

同
組
合
の
創
設

者
大
原
幽
学
と
、

56
歳
に
し
て
幕

府
の
命
令
で
全

国
測
量
を
や
り

遂
げ
地
図
完
成

2
年
前
で
亡
く

な
っ
た
伊
能
忠

敬
の
2
人
を
挙

げ
ら
れ
た
。

終
始
飾
ら
な
い
口
調
で
、
歴

史
・
郷
土
・
人
情
を
交
じ
え
、
質

問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
人
間
と
し
て

遊
び
の
部
分
の
大
切
さ
や
奥
様
と

の
出
会
い
な
ど
、
笑
い
あ
り
の
楽

し
い
研
修
会
と
な
っ
た
。

荻
）

判りやすく楽しい説明に興味津々
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当
法
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更

新
し
て
お
り
ま
す
。

【
活
動
報
告
】で
は
、
会
報
で
紹
介

し
き
れ
な
い
内
容
を
た
く
さ
ん
の

写
真
や
コ
メ
ン
ト
入
り
で
公
開
し

て
お
り
ま
す
。

主
な
内
容
と
し
て
、
9
月
に
総

勢
１
２
５
名
が
参
加
し
た
会
員
リ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
小
江
戸
佐
原

散
策
と
フ
ル
ー
ツ
狩
り
）
の
様
子

や
税
務
研
究
部
会
一
泊
研
修
会

（
箱
根
・
吉
池
旅
館
）・
源
泉
部
会

一
泊
研
修
会
（
群
馬
・
水
上
館
）

の
模
様
、
20
年
度
会
員
増
強
に
伴

う
支
部
長
会
開
催
の
様
子
、
又
10

月
に
行
な
わ
れ
た
、
第
22
回
地
域

社
会
貢
献
活
動
「
ま
ち
を
き
れ
い

に
」（
亀
戸
地
区
）の
模
様
や
地
区

別
税
法
説
明
会
の
内
容
で
す
。

【
ト
ピ
ッ
ク
ス
】
コ
ー
ナ
ー
で
は

平
成
21
年
度
税
制
改
正
に
関
す

る
提
言
（
全
法
連
よ
り
）
へ
の
リ

ン
ク
紹
介
や
「
税
を
考
え
る
週

間
・
会
員
大
会
」
の
特
集
を
更
新

す
る
予
定
で
す
。

in
fo
＠
k
o
to -h

ig
a
si -h

.o
r.jp

◀ ▶
11月
４日㈫ 亀戸西３・東３支部合同研修会 午 後 ６ 時 亀戸西地区集会所

６日㈭ 源泉部会研修会
内容 年末調整のしかた
講師 江東東税務署担当官

午前10時と午後１時30分 江 東 東 税 務 署
会 議 室

６日㈭ 亀戸第４支部研修会 午 後 ６ 時 亀戸北地区集会所

11日㈫ 税を考える週間記念講演会・会員大会
内容 お酒のはなし
講師 山田孝治江東東税務署長

午 後 ４ 時 亀 戸 天 神 社

12日㈬ 年末調整説明会
内容 年末調整のしかた
講師 江東東税務署担当官

午前10時と午後１時45分 カメリアプラザ
ホ ー ル

17日㈪ 納税表彰式 午 後 ３ 時 カメリアプラザ
ホ ー ル

18日㈫ 亀戸西６・東６支部合同研修会 午 後 ６ 時 亀戸西６町会会館

26日㈬ 新設法人説明会 午後１時30分 江 東 東 税 務 署
会 議 室

27日㈭ 亀戸第５支部研修会 午 後 ６ 時 亀戸５丁目町会会館

12月
４日㈭ 決算法人説明会 午後１時30分 江 東 東 税 務 署

会 議 室

５日㈮ 税務研究部会研修会 午 後 ３ 時 法 人 会 館

９日㈫ 女性部会研修会 午 後 ４ 時 アンフェリシオン

12日㈮ 第404回理事会 午 後 ３ 時 ホテルイースト21

１月
16日㈮ 源泉部会研修会 午 後 ３ 時 法 人 会 館

20日㈫ 決算法人説明会 午後１時30分 カメリアプラザ
ホ ー ル

23日㈮ 新春講演会 午 後 ４ 時 アンフェリシオン
23日㈮ 新年賀詞交歓会（税務親和会主催） 午後５時45分 アンフェリシオン

◎各部会の研修会の内容・講師については未定のため未掲載となっていますが、決まり次第ホームページに掲載しま
すので、ホームページをご覧になって下さい。（ホームページアドレスは本会報の表紙に掲載しています。）

◎役員会・委員会は省略してあります。お問い合わせは事務局まで。
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発
行
人

佐
野
一
信

編
集
人

三
浦
繁
夫

印
刷
・
三
報
社
印
刷
㈱

管内法人数 5,672社 法人会員数 2,490社 加入率 43.90％（平成20年９月30日現在)

http://www.koto-higashi-h.or.jp/

－都税についてのお知らせ－

、 、 、 の つい の い
所管の都税事務所までお願いいたします。 中央都税事務所 03-3553-2151


